
1 

 

 

****++++++++---* +-****++++++++---* +-****++++++++---* +-****++++++++---*  

    
 

 

10月 横田基地に  

墜落事故繰り返す米軍オスプレイ５機配備へ 
アメリカ空軍の輸送機ＣＶ22オスプレイ５機が、10月に東京の米軍横田基地に配備されること

になりました。オスプレイが、沖縄県以外の在日アメリカ軍基地に配備されるのは初めてです。 

ＣＶ22オスプレイの横田基地への配備をめぐって、アメリカ軍は、今年４月に当初の予定を１年

余り前倒しして、夏ごろとする見通しを示し、その後、基地に立ち寄るオスプレイがたびたび確認

されていました。こうした中、政府は 22日、オスプレイ５機を 10月１日に横田基地に配備すると、

在日アメリカ軍から連絡があったことを発表しました。 

 さらに、2024年ごろまでに合わせて 10機の体制 

にする計画で、今後、段階的に 5機が追加配備され 

るという計画です。 

配備の理由について、防衛省は「軍事上の機密で、 

詳細は明らかにできない」とする一方、「日本有事を 

含む各種事態の際に、偵察・情報収集や人質救出な 

どを行うアメリカ軍の特殊作戦部隊の迅速な展開が 

可能になり、抑止力の向上につながる」としています。 

また、オスプレイの事故やトラブルが相次いでいるこ 

とから、基地周辺の住民に、安全対策など十分な情報提供を行って、理解を得たいとしています。 

今回、横田基地に配備されるアメリカ空軍のＣＶ22オスプレイは、沖縄に配備されているアメリ

カ海兵隊のＭＶ22オスプレイと基本的な構造は同じで、主に特殊部隊の輸送に使われます。夜間で

も地形を詳しく把握できる暗視装置や、相手のレーダーを妨害する電子戦用の装備などが備えられ

ています。 

 一方で、2010年には、アフガニスタンでの作戦中に着陸に失敗して、兵士４人が死亡する事故が

起きたほか、2012年にはアメリカ・フロリダ州で訓練中に５人が負傷する墜落事故も起きています。 

「説明なく遺憾」と福生市長! 
オスプレイの横田基地への配備が 10月１日と決まったことについて、基地周辺の 6市町でつく

る「基地対策連絡会」の幹事を務める東京 福生市の加藤育男市長は「安全性について住民の不安

を払拭するだけの説明がない中での正式配備であり、遺憾だ。6月以降は 5機が常駐しているが、

低空飛行や夜間の離陸着も多く、市民は敏感になっている。アメリカ軍の司令官や防衛省には、安

全性についての情報提供と日米合同委員会の合意を順守するよう繰り返し求めていく」と話してい

ます。 

オスプレイの配備について、東京都と横田基地周辺の６つの市町で作る協議会は、国やアメリカ

軍に対するコメントを発表しました。コメントでは「オスプレイは６月 23日以降、長期間とどま

り、地元への事前の情報提供も十分にないまま周辺で飛行を繰り返しています。飛行を最小限にす

ることや事前の情報提供、安全対策や騒音など生活環境への配慮を要請するとともに、10月１日の

配備に向けて必要な働きかけを行っていきます」としています。 
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また、東京都の小池知事は「基地周辺の自治体と連携して安全対策の徹底や生活環境を混乱させ

ないようにするということは常に申し入れをしてきた。そこは、しっかり守っていただきたい」と

述べました。 

北関東防衛局によると、５機はこれまで、横田基地と各地にある基地との間を行き来しているほか、

静岡県の東富士演習場などでの訓練に参加しているということです。横田基地は都心からおよそ 40キ

ロの場所にあり、周辺は人口が密集した地域になっていますが、以前から、基地を発着する航空機の部

品や訓練中のパラシュートの落下などが起きています。基地周辺の自治体では、オスプレイの事故や緊

急着陸などのトラブルが相次ぎ、安全性を懸念する声もあがっているとして、安全対策や訓練の内容、

飛行ルートなどについて情報提供するよう国などに求めていました。 

オスプレイの訓練先は 
 ３年前の 2015年にアメリカ軍が日本側に示した報告書では、 

今回、配備されるＣＶ22オスプレイの国内での訓練先として、 

首都圏に比較的近い静岡県の東富士演習場や群馬県、長野県、 

新潟県などにまたがる訓練空域のほか、青森県の三沢基地近く 

の訓練場や沖縄県内の訓練場が挙げられています。また、国外 

の訓練先としてグアム島や韓国にあるアメリカ軍の基地も挙げ 

られています。 

 防衛省によりますと、ＣＶ22オスプレイは、ことし４月に横田基地に飛来して以降、国内では、これ

までに東富士演習場や沖縄のアメリカ軍嘉手納基地のほか、報告書で訓練先には挙げられていない埼玉

県所沢市にあるアメリカ軍の通信施設などで離着陸を行ったことが確認されているということです。 

オスプレイの訓練飛行ルートについては、埼玉平和委員会等が市民の目視による調査協力で、詳細に

把握しています。一定のルートだけでなく、自由に首都圏を飛び回っている実態が明らかになっていま

す。詳しくは埼玉平和委員会のホームページ等をご覧ください。 

 

100億円で？ 佐賀県知事 オスプレイ受け入れ発表 
一方で、陸上自衛隊の輸送機オスプレイの佐賀空港配備に向けた動きが急展開しました。陸上自衛隊

が佐賀空港（佐賀市）に輸送機オスプレイを配備する計画をめぐり、小野寺防衛相と佐賀県の山口祥義

知事が 24日、県庁で会談し、国が着陸料として 20年間で計 100億円を県に支払うことなどで合意しま

した。 

これを受け、山口知事は記者会見し「熟慮を重ねた結果、防衛省の要請を受け入れる判断をした」と

表明した 

表明しました。100億円に目がくらみ、県民の安全を売ってしまったのでしょうか。防衛省は南西諸島

の防衛力強化を急ぐが、住民の不安や懸念はくすぶったままで、地元漁協は反発しています。 

 

長野 安保破棄と平和委員会がオスプレイ配備撤回を求める文書送付 
 安保破棄長野県実行委員会と長野県平和委員会は 22日、米空軍ＣＶ22オスプレイを東京・横田基地

へ配備することについて撤回を求める文書を安倍首相と小野寺防衛相、ジェシー・マルティネス在日米

軍司令官あてに送付しました。 

 文書では、在日米軍がＣＶ22オスプレイ 5機を 10月 1日、横田基地に配備する旨を北関東防衛局に

通告したことを受けて抗議したものです。6月 14日に MV22オスプレイが奄美空港と米軍嘉手納基地に

相次いで着陸した件や、離着陸を実施した施設周辺以外でも長野県塩尻市上空などで飛行が広がってい

る件を指摘。今回の正式配備は「墜落の危険をいっそう増大させる」「平和憲法を有する日本の主権を

踏みにじる暴挙」と批判しています。 

 

各地のとりくみ 
  

岐阜 「こども平和ひろば」が開かれ、親子ら約 300人が参加 
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 岐阜市で 18日、「平和だいすき、平和っていいね」と題した「こども平和ひろば」が開かれ、親

子ら約 300人が参加しました。主催は、岐阜県被爆者の会、岐阜県学校生協など 11団体で結成す

る実行委員会。岐阜市、岐阜市教育委員会が後援しました。 

 全岐阜生協連の佐藤圭三専務理事が「子どもたちが平和について考えるきっかけになればと、楽

しい企画をいっぱい用意しました」とあいさつしました。 

 オープニングでは、障害者施設「いぶき福祉会」メンバーによる「ミナモダンス」を元気いっぱ

い披露。「みんなといっしょに歌おう」コーナーでは、フォークグルーブ「伊賀木座」が「ともだ

ちになるために」「あの青い空のように」などを歌いました。園児から大学生までが参加する「な

がら児童合唱団」(31人)の「おもちゃのチャチャチャ」「手のひらを太陽に」「ドレミの歌」など身

ぶり、手ぶり、笑顔いっぱいの歌声に会場から大きな拍手が湧きました。 

 「昔あそび」コーナーでは、ケン玉やコマ回しなどおとなも子どもも大はしゃぎ、「あっ、でき

た」と叫ぶ子ども。「平和の絵を描こう」「折り紙・しおりを作ろう」コーナーは、人だかり。「平

和クイズラリー」に参加した親子は「戦争時代の写真を見て、平和であり続けたい気持ちを強くし

ました。親子ともども学ぶことがおおいですね」と語りました。 

 実行委員の女性は「平和はみんなの願い。人のつながりを大切に、もっと広げて行きたい」と語

りました。 

埼玉・鴻巣 花火大会での自衛隊の航空ショーの中止を求める 
 埼玉県鴻巣市で 10月行われる花火大会で、自衛隊による航空ショーが予定されている問題で、

全日本年金者組合鴻巣支部、鴻巣・憲法九条の会、 

市民ファーストの花火大会を望む親と市民の会の 

3団体は、花火大会を開催する鴻巣市商工団体青 

年部に航空ショーの中止を要請しました。 

 同市で 10月 13日に行われる「こうのす花火大 

会」では、花火を打ち上げる前に自衛隊機 T4に 

よる航空ショーが計画されています。 

 参加した 3団体の人たちは、「事故が起きたら大 

惨事になる」「航空ショーは戦闘機の空中戦を想定 

した模擬戦闘訓練。子どもたちに夢や希望を与え 

る花火大会の趣旨に沿わない」「何も知らされず戦闘機が飛んできたら、おびえる子どももいる」

などと訴えました。 

 商工会青年部の担当者は、安全対策について「自衛隊とは、飛行機が飛び立つ前に点検し、飛び

立ってから異常があればすぐに戻るなどの対策を話し合っている」と述べました。航空ショーの中

止については、「持ち帰り、検討したい」としました。 

 

 

 

 


